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平
成
２４
年
度
予
算
は
、
私
の

市
長
と
し
て
２
期
目
初
め
て
の

通
年
予
算
で
あ
り
、
活
力
あ
る

東
大
阪
の
『
再
生
』
か
ら
『
創

造
』
へ
、
第
２
期
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
達
成
に
向
け
た
施
策
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
予
算
と
位
置
づ

け
る
も
の
で
す
。

き
っ
き
ん

と
り
わ
け
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
市
内
経
済
の
活
性
化
や
耐
震

化
の
促
進
な
ど
、
市
民
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
に
直
結
し
た
施

策
に
重
点
を
お
き
、「
入
る
を
量

り
て
、
以
て
出
ず
る
を
為
す
」

の
考
え
を
基
本
に
財
政
規
律
を

堅
持
し
、
活
力
あ
る
東
大
阪
の
ち
ゅ
う

『
創
造
』
に
必
要
な
投
資
は
躊

ち
ょ躇
せ
ず
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
４
月
か
ら
は
、
地
域
主
権

改
革
一
括
法
に
基
づ
き
、
新
た

な
事
務
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
な

ど
、
基
礎
自
治
体
の
責
務
が
さ

ら
に
増
す
こ
と
も
踏
ま
え
、
市

長
で
あ
る
私
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
発
揮
し
、
市
政
改
革

の
加
速
が
市
民
の
目
に
映
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

１
期
目
の
４
年
間
、
私
は
選

挙
公
約
で
あ
る「
三
つ
の
改
革
」

と
「
五
つ
の
基
本
政
策
」
を
市

が
取
り
組
む
べ
き
市
政
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
活

力
あ
る
東
大
阪
の
『
再
生
』
を

め
ざ
し
、
と
り
わ
け
「
市
役
所

を
変
え
る
」
こ
と
に
重
点
を
お

ま
い
し
ん

い
た
行
財
政
改
革
に
邁
進
し
た

４
年
間
で
あ
っ
た
と
総
括
し
て

い
ま
す
。

事
務
事
業
や
業
務
の
あ
り
方

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
点
検
し
、
民

間
活
力
の
活
用
や
職
員
の
意
識

改
革
を
進
め
、
行
政
の
無
駄
を

省
く
と
と
も
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
２
期
目
は
、
こ

れ
ま
で
の
市
政
改
革
の
流
れ
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
活
力
あ
る

東
大
阪
の
『
再
生
』
か
ら
『
創

造
』
へ
、
地
方
分
権
時
代
の
未

来
を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
行
し
ま
す
。

活
力
あ
る
東
大
阪
の『
再
生
』

か
ら
『
創
造
』
へ
向
け
た
戦
略

は
「
東
大
阪
市
版
地
域
分
権
」

「
住
工
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
さ
ら
な
る
民
間
活
力
の
積
極

的
な
活
用
」、そ
し
て
経
営
戦
略

的
視
点
か
ら
公
共
施
設
の
よ
り

良
い
あ
り
方
を
追
求
す
る
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
導
入
」
の
４
点
で
す
。
こ
れ

ら
の
戦
略
を
着
実
に
進
め
、
一

歩
先
を
行
く
自
治
体
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

平
成
２４
年
度
主
要
施
策

五
つ
の
ま
ち
の
か
た
ち

市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
め
ざ
す
「
五
つ
の
ま
ち
の
か

た
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
平
成

２４
年
度
の
主
要
な
施
策
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

学
習
で
き
る
ま
ち

地
域
と
連
携
し
た
学
校
運
営

に
よ
り
、
開
か
れ
た
学
校
園
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全

小
・
中
学
校
に
学
力
向
上
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

組
織
的
な
学
力
向
上
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
校
舎
の

耐
震
化
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
安
心
を
最
優
先
に
考
え
、
ま

た
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
東

南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
た

め
、
耐
震
化
特
別
チ
ー
ム
を
設

け
て
平
成
２７
年
度
完
了
を
目
標

に
進
め
ま
す
。

中
学
校
給
食
は
、
成
長
期
に

あ
る
中
学
生
の
健
全
な
心
身
の

育
成
や
学
校
に
お
け
る
食
育
の

推
進
、
ま
た
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
財
政
負
担
や
学
校
現
場

で
の
負
担
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
ま
ち

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
と

保
育
環
境
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
現
在
進
め
て
い
る
４
か

所
の
民
間
保
育
所
新
設
に
加
え
、

新
た
に
２
か
所
の
園
舎
の
増
改

築
に
対
し
て
も
補
助
を
行
い
、

平
成
２５
年
度
に
は
２
９
０
人
の

入
所
定
員
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し

て
、
本
市
５
か
所
目
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
楠
根
リ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま

す
。さ

ら
に
、
子
ど
も
す
こ
や
か

部
に
「
子
ど
も
見
守
り
課
」
を

設
置
し
、
子
ど
も
の
安
全
と
健

や
か
な
成
長
を
守
る
と
と
も
に

子
育
て
を
す
る
親
の
心
の
ケ
ア

に
も
努
め
ま
す
。

ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
ま
ち

平
成
２４
年
度
に
着
工
す
る
成

和
小
学
校
や
盾
津
中
学
校
の
校

舎
増
築
工
事
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

環
境
配
慮
型
事
業
を
導
入
し
、

児
童
や
生
徒
の
環
境
意
識
を
高

め
る
教
材
と
し
て
役
立
て
、
エ

コ
ス
ク
ー
ル
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
環
境
の

中
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
と
も

に
環
境
を
考
え
、
対
話
し
な
が

ら
「
（
仮
称
）
ご
み
の
な
い
き
れ

い
な
ま
ち
を
つ
く
る
条
例
」の
制

定
作
業
を
進
め
、
よ
り
一
層
の

市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

防
災
・
防
犯
の
ま
ち

避
難
所
に
新
た
な
災
害
時
用

備
蓄
物
資
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
復
旧
ま
で
の
代
替
手
段
と

し
て
活
用
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
バ

ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
や
要
援
護
者
用

の
車
い
す
、
識
別
タ
グ
を
配
備

し
ま
す
。
ま
た
、
迅
速
に
災
害

時
要
援
護
者
の
所
在
確
認
や
支

援
を
行
え
る
よ
う
、
新
た
に
地

図
情
報
を
組
み
入
れ
た
要
援
護

者
情
報
を
地
域
の
支
援
者
に
提

供
す
る
ほ
か
、
聴
覚
障
害
者
に

配
慮
し
た
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
一
斉
送
信
フ
ァ
ク
ス
を
導

入
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
備
え

を
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
愛
ガ
ー
ド
運
動
や

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な

ど
、
市
民
の
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
が
守
る
」
活
動

を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も

に
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管

理
費
に
対
す
る
助
成
に
加
え
、

新
た
に
自
治
会
が
設
置
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
費
用
に
対
す
る
補

助
制
度
を
創
設
し
、
街
頭
犯
罪

の
抑
止
効
果
を
高
め
ま
す
。

地
域
が
元
気
な
ま
ち

地
域
経
済
の
発
展
と
市
民
生

活
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
中
小
企
業
を
地
域

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
、

「（
仮
称
）中
小
企
業
振
興
条
例
」

の
制
定
に
取
り
組
み
、
モ
ノ
づ

く
り
企
業
や
商
店
街
の
元
気
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

ま
ず
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

支
援
施
策
と
し
て
、
東
大
阪
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

拡
充
し
、
市
内
企
業
製
品
の
国

際
競
争
力
の
強
化
を
支
援
し
、

国
内
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

内
企
業
の
海
外
展
開
へ
の
支
援

や
企
業
の
特
許
取
得
費
用
に
対

す
る
補
助
制
度
の
新
設
な
ど
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
が
安
心
し
て
買
い
物
を
楽

し
め
る
商
店
街
づ
く
り
を
支
援

し
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

い

い

が
ま
ち
に
出
て
、
活
き
活
き
と

地
域
社
会
の
中
で
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
試
合
会
場
の
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
の
誘
致
活
動

に
つ
い
て
は
、
東
大
阪
市
民
、

大
阪
府
民
、
そ
し
て
全
国
の
ラ

グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
と
と
も
に
積
極

的
に
推
進
し
、「
世
界
に
誇
れ
る

ま
ち

東
大
阪
」
の
元
気
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

最

後

に

中
小
企
業
の
ま
ち
東
大
阪
の

活
性
化
、
市
民
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
教
育
環
境
の
創
造
な

ど
、
市
長
と
し
て
果
た
す
べ
き

責
務
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

「
精
神
一
到
何
事
か
成
ら
ざ
ら

ん
」
の
言
葉
を
胸
に
、
市
政
運

営
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇

◇

全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

企
画
室
（
旧

政
策
推
進
室
）

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
０
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
２
６

平
成
２４
年
第
１
回
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
野
田
市
長
が
市
政
運
営
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

東大阪ブランドの認定や展示
会の開催など、中小企業の販
路拡大をバックアップします

子どもたちを守る愛ガード運動
など、安全安心の取組みを引き
続き支援します

２保険料率が変わります

３就学費用を援助

６・７組織機構を改正

１２市内１３駅周辺に防犯カメラを設置
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
率
は
、
２
年
ご
と
に
改
定

し
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
平
成
２４
年
度
の
保

険
料
は
、
均
等
割
額
を
５
万
１

８
２
８
円（
年
額
）、所
得
割
率
を

１０
・
１７
％
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
額
の
賦
課
限

度
額
は
、５５
万
円（
年
額
）で
す
。

�
所
得
金
額
の
算
出
例
�

年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ

の
年
金
収
入
が
３
３
０
万
円
未

満
の
場
合
、「
年
金
収
入
額（
※
）

―
１
２
０
万
円
（
公
的
年
金
等

控
除
額
）
―
３３
万
円
（
基
礎
控

除
額
）」と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ

ス
の
場
合
は
０
円
で
す
。

※
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
は
年
金
収
入
額
に
含
み
ま

せ
ん
。保

険
料
を
軽
減

世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保

険
者
と
世
帯
主
）
の
所
得
に
応

じ
て
、
保
険
料
の
被
保
険
者
均

等
割
額
（
５
万
１
８
２
８
円
）

を
次
の
と
お
り
軽
減
し
ま
す（
表

参
照
）。

①
２
割
軽
減
は
、
世
帯
の
総

所
得
金
額
等
が
「
基
礎
控
除
額

３３
万
円
＋
３５
万
円
×
被
保
険
者

数
」
以
下
の
方
が
対
象
で
、
軽

減
後
の
額
は
４
万
１
４
６
２
円

と
な
り
ま
す
。

②
５
割
軽
減
は
、
世
帯
の
総

所
得
金
額
等
が
「
基
礎
控
除
額

３３
万
円
＋
２４
万
５
０
０
０
円
×

被
保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
を
除
く
）」以
下
の
方

が
対
象
で
、
軽
減
後
の
額
は
２

万
５
９
１
４
円
と
な
り
ま
す
。

③
８
・
５
割
軽
減
は
、
世
帯

の
総
所
得
金
額
等
が
「
基
礎
控

除
額
３３
万
円
」
以
下
の
方
が
対

象
で
、
軽
減
後
の
額
は
７
７
７

４
円
と
な
り
ま
す
。

④
９
割
軽
減
は
、
�
の
世
帯

の
被
保
険
者
で
、
当
該
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
の
各
所
得
が
０

円
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
等
控

除
額
は
８０
万
円
と
し
て
計
算
）

の
方
が
対
象
で
、
軽
減
後
の
額

は
５
１
８
２
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、所
得
割
額
の
賦
課
対
象

者
の
う
ち
、賦
課
の
も
と
と
な
る

所
得
金
額
が
５８
万
円
以
下（
年
金

収
入
の
み
の
場
合
は
、そ
の
収
入

が
２
１
１
万
円
以
下
）の
方
は
、

所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
、
会

社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、

船
員
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
は
、
当
分
の
間
、
所
得
割
額

は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等

割
額
を
９
割
軽
減
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

医
療
保
険
料
は
、総
所
得
金
額

等
を
も
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

未
申
告
の
場
合
、
保
険
料
の

算
定
や
非
課
税
世
帯
の
判
定
が

行
え
ず
、
高
額
な
保
険
料
を
請

求
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の

区
分
判
定
に
も
影
響
し
ま
す
。

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
、

４
月
１６
日
�
ま
で
に
医
療
保
険

室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
や
市
・
府

民
税
の
申
告
を
し
た
方
は
、
所

得
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

徴
収
嘱
託
員
制
度

来
所
な
ど
で
の
納
付
が
困
難

な
方
に
は
、
徴
収
嘱
託
員
が
自

宅
に
伺
い
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
徴
収
嘱
託
員
制
度

が
あ
り
ま
す
。

徴
収
嘱
託
員
は
、
市
が
発
行

す
る
証
明
書
（
写
真
入
り
）
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

医
療
保
険
室
保
険
料
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
や
さ
ら
な
る
健

康
増
進
の
た
め
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

泳
げ
な
い
方
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

◇
と
き

５
月
１４
日
〜
７

月
９
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前

９
時
１５
分
〜
正
午
（
計
９
日

間
）◇

と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
（
５
月
１４
日
と
７
月
９

日
は
西
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

特
定
健
診
な
ど

を
受
診
し
た
６８
歳
以
下
の
東

大
阪
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
初
め
て
参
加
す
る
方

※
心
疾
患
の
方
（
以
前
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
含

む
）
お
よ
び
血
圧
が
１
６
０

／
９５
�
Hg
以
上
の
方
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

※
ロ
ッ
カ
ー
代
が
必
要
。

◇
申
込
み
先

西
保
健
セ

ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
８
）

０
０
８
５
、
�
０
６
（
６
７

８
８
）
２
９
１
６

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
１
回
に
限
り
２
万
６

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
一

部
助
成
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の

写
し
、
検
査
結
果
通
知
書
の

写
し
、
被
保
険
者
証
、
口
座

情
報
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

を
持
っ
て
、
医
療
保
険
室
資

格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
は
、

領
収
書
な
ど
を
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

医

療
保
険
室
資
格
給
付
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
４

保
険
証
は

大
切
に
保
管
を

保
険
証
は
、
医
療
機
関
に
か

か
る
と
き
に
必
要
な
受
診
券
で

す
。
医
療
機
関
な
ど
に
預
け
た

ま
ま
に
し
な
い
で
手
元
に
保
管

し
、
受
診
の
際
は
必
ず
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
や
破
損
に
よ
り
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
身
分
証
明

書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
医
療
保

険
室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険
証

を
交
付
（
郵
送
）
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

被保険者均等割額（５万１，８２８円）の軽減額表

軽減割合 所得の判定区分 軽減後の額
（年額）

� ２割 世
帯
の
総
所
得
金
額
等

「基礎控除額３３万円＋３５万円×被保険者数」以下 ４１，４６２円

� ５割
「基礎控除額３３万円＋２４万５，０００円×被保険者数（被
保険者である世帯主を除く）」以下

２５，９１４円

� ８．５割 基礎控除額
３３万円以下

当該世帯の被保険者全員の各
所得（ただし、公的年金等控
除額は８０万円として計算）

０円で
ない

７，７７４円

� ９割 ０円 ５，１８２円

※世帯とは、同一世帯内の被保険者と世帯主です。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

一
部
助
成
し
ま
す

※賦課のもととなる所得金額�平成２３年中の総所得金額－３３万円。

所得のない方も申告を

国民健康保険・後期高齢者医療保険

平成２４年度保険料の算定方法

水水中中ウウォォーーキキンンググ教教室室

楽しく健康 に
国 保

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

保保
険険
料料
率率
がが
変変
わわ
りり
まま
すす

�
�
�

賦課のもととなる
所得金額×所得割
率１０．１７％

�
�
	

所 得 割 額＋被保険者均等割額


�
被保険者１人あたり
５万１，８２８円

�


�保険料・年額

（限度額５５万円）

（２）平成２４年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も

に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
を
対
象
に
、

所
得
な
ど
を
審
査
の
う
え
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

◇
対
象

市
立
小
・
中
学
校

へ
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
世
帯

◇
援
助
す
る
費
用

▽
入
学

準
備
費

▽
学
用
品
費

▽
学

校
給
食
費

▽
修
学
旅
行
費

▽
臨
海
・
林
間
学
舎
費
（
交
通

費
な
ど
）

▽
結
膜
炎
、
中
耳

炎
、
虫
歯
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
な

ど
の
治
療
費
（
治
療
費
は
医
療

機
関
へ
直
接
支
払
い
ま
す
）

◇
申
請
方
法

４
月
初
旬
に

学
校
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
通
学
し
て

い
る
学
校
（
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
に
子
ど
も
が
通
学
し
て
い

る
場
合
は
申
請
書
は
１
枚
で
、

い
ず
れ
か
一
方
へ
）
ま
た
は
学

事
課
へ
４
月
１１
日
�
〜
２７
日
�

に
直
接

※
必
ず
個
人
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
２４
年
１
月
１
日

現
在
、
東
大
阪
市
に
住
所
が
あ

る
場
合
は
、
所
得
証
明
書
の
添

付
は
不
要
で
す
。

奨
学
金
を

お
貸
し
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
経
済

的
な
理
由
で
高
校
や
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
で
の

勉
学
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
選
考
の
う
え
奨
学
金
を
お

貸
し
し
ま
す
（
専
修
学
校
や
各

種
学
校
、通
信
制
課
程
を
除
く
）。

な
お
、
卒
業
後
に

返
還
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

【
高
校
、
高
等
専

門
学
校
（
１
年
生
〜

３
年
生
）】

◇
貸
付
金
額
（
月

額
）

▽
国
・
公
立

�
８
０
０
０
円

▽
私
立
�
１

万
３
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

５０
人
程
度

【
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５

年
生
）、
短
期
大
学
、
大
学
】

◇
貸
付
金
額（
月
額
）

▽
国

・
公
立
�
１
万
４
０
０
０
円

▽
私
立
�
１
万
７
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

２０
人
程
度

◇
申
込
方
法

学
事
課
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
学
校
で
配
布

す
る
願
書
と
推
薦
調
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し（
外
国
籍
の
方
は

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）と
市
・
府
民
税
証
明
書
を

添
え
て
、
４
月
１０
日
�
〜
５
月

２１
日
�
に
学
事
課
へ
届
く
よ
う

に
在
学
し
て
い
る
学
校
へ
直
接

◇

◇

◇
問
合
せ
先

学
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

し た げん ご に ほん

市では、多言語とやさしい日本
ご ひがしおおさか し あんない ま っ ぷ

語で東大阪市を案内したマップ
ら ぐ び ー ひがしおおさか

「ようこそ�ラグビーのまち東大阪
しゃしん はっこう

へ」（写真）を発行しました。
に ほん ご えい ご かんこく ちょうせん ご

日本語、英語、韓国・朝鮮語、
ちゅうごく ご し あんない そうだんまどぐち

中国語で市の案内や相談窓口な
けいさい

どを掲載しているほか、おもな
こうきょう し せつめい ろ

公共施設名にひらがなまたはロ
ー ま じ しゅ

ーマ字のふりがなをつけた２種
るい ま っ ぷ さくせい

類のマップを作成しています。
り ー じ ょ ん せ ん た ー ほ けん

リージョンセンターや保健
せ ん た ー し し せつ お

センターなどの市施設に置い
かつよう

ていますので、ご活用ください。
といあわ さき ぶん か こくさい か ふぁくす

■問合せ先 文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、 �０６（４３０９）３８２３

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
を

対
象
に
、
就
業
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
を
支
給

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
】

就
職
の
た
め
雇
用
保
険
制
度

の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講
座

を
受
講
す
る
場
合
、講
座
修
了
後

に
受
講
料
の
２
割
相
当
額（
上
限

１０
万
円
）を
支
給
し
ま
す（
受
講

の
申
込
み
ま
で
に
要
問
合
せ
）。

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
】

市
の
指
定
す
る
資
格
（
看
護

師
・
准
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
な
ど
）
を
取
得
す
る
た

め
に
養
成
機
関
で
２
年
以
上
修

業
す
る
場
合
、
全
修
業
期
間
分

（
平
成
２４
年
度
に
入
学
の
方
は

上
限
３
年
）
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。

◇
支
給
額

▽
平
成
２３
年
度

以
前
に
入
学
�
月
額
７
万
５
０

０
円
（
前
年
度
市
・
府
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
月
額
１４
万
１

０
０
０
円
）

▽
平
成
２４
年
度

に
入
学
�
月
額
７
万
５
０
０
円

（
前
年
度
市
・
府
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
月
額
１０
万
円
）

◇

◇

給
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。◇

問
合
せ
先

子
ど
も
家
庭

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
４
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

出
張
就
業
相
談

専
門
の
相
談
員
が
求
人
情
報

の
提
供
や
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き

４
月
１９
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

５
人
（
申
込
先
着

順
）※

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
あ
り
（
１
人
２
０
０

円
で
４
月
１０
日
�
ま
で
に
要
申

込
・
定
員
あ
り
）。

◇
申
込
方
法

４
月
１８
日
�

ま
で
に
電
話
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

０
６
（
６
７
６
２
）

９
４
９
８
、�
０
６（
６
７
６
２
）

３
７
９
６

◇
問
合
せ
先

子
ど
も
家
庭

課

修
学
資
金
を
貸
与

助
産
師
・
看
護
師
の
養
成

施
設
に
在
学
中
で
、
卒
業
後

直
ち
に
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
と
し
て
市
立
総
合
病
院
で

勤
務
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇
貸
与
額

月
５
万
円

◇
貸
与
期
間

３
年
以
内

※
４
年
制
大
学
は
４
年
間
。

５
年
制
看
護
高
校
は
第
１
・

２
学
年
を
除
く
。

◇
定
員

３０
人
程
度

◇
申
込
期
限

４
月
２７
日

�（
郵
送
は
４
月
２４
日
�〈
消

印
有
効
〉）

助
産
師
・

看
護
師
を
募
集

市
立
総
合
病
院
で
は
、
よ

り
一
層
の
看
護
を
実
践
し
て

い
く
た
め
、
助
産
師
・
看
護

師
の
採
用
選
考
を
行
い
ま
す
。

日
本
国
籍
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
受
験
で
き
ま
す
。
勤
務
は

病
棟
、
手
術
室
ま
た
は
救
急

外
来
で
す
。

◇
対
象

昭
和
４２
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
助
産

師
・
看
護
師
免
許
を
す
で
に

取
得
し
て
い
る
方

◇
定
員

２０
人
程
度

◇
採
用
予
定
時
期

５
月

ま
た
は
６
月

◇
選
考
日

４
月
１１
日
�

◇
選
考
科
目

個
別
面
接

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

４
月
１３
日
�

◇
申
込
方
法

申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
４
月

６
日
�
ま
で
に
直
接
ま
た
は

郵
送
（
郵
送
は
４
月
２
日
�

〈
消
印
有
効
〉）

※
申
込
書
は
３
月
２６
日
�

か
ら
市
立
総
合
病
院
総
務
課

・
看
護
局
、
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
交
付
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７８
・
８
５
８
８
西
岩
田
３

―

４
―

５

市
立
総
合
病
院
総

務
課

０
６
（
６
７
８
１
）

５
１
０
１
、
�
０
６
（
６
７

８
１
）
２
１
９
４

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

修学資金貸与＆職員募集

市立総合病院で
働きませんか

就就就就就就就就就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学学学学学学学学学
費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用
をををををををををををををををををを
援援援援援援援援援援援援援援援援援援
助助助助助助助助助助助助助助助助助助
しししししししししししししししししし
まままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすす

母母
子子
家家
庭庭
のの
母母
がが
対対
象象

た げん ご ま っ ぷ はっ こう

多言語マップを発行しました

就就
業業
をを
支支
援援
しし
まま
すす

し あんない そうだんまどぐち けいさい

市の案内や相談窓口を掲載

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１日（３）
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【こども絵画教室】
�時４月８日�午前１０時～午後０時

３０分 �対幼稚園・保育所の年長児～
小学生とその保護者 �対１２組（抽選）
�料１，２５０円 �持鉛筆、クレヨン、絵の
具セット、タオル �申４月５日�ま
で

【カラオケ指導教室】
�時４月１２日�午前１０時～正午 �定

１５人（抽選） �料２５０円 �申４月６日
�まで
【初心者囲碁教室】
�時４月１４日�午後３時３０分～５時
�定１０人（抽選） �料２５０円 �申４月１０
日�まで
【書道教室～中国漢詩】
�時４月１５日�午前１０時３０分～午後
０時３０分 �定２０人（抽選） �料１，０５０
円 �持書道用具、半紙 �申４月１１日
�まで
【薬草・野草観察】
�時４月１５日�午前１０時～午後２時
�定４０人（抽選） �料大人３００円、子ど
も１００円、家族５００円 �持弁当、水筒
�申４月１１日�まで
【桜ハイキング】
�時４月１５日� ☆グリーンガーデ

ンひらおかに午前１０時集合、近鉄石

切駅で午後３時解散 �定２０人（抽選）
�内ぼくらの広場―生駒山頂―興法寺―辻

子谷 �料２００円 �持弁当、水筒、滑ら
ない靴、着替え、雨具 �申４月１１日
�まで
【風水と寄せ植え入門】
�時４月１５日�午前１０時３０分～正午
�定２０人（抽選） �料１，０５０円 �持持ち
帰り用袋 �申４月１１日�まで
【パソコンスクール】
�時�料�申�初心者（文字入力の基礎）

�４月１８日�午後１時～２時３０分・
１５０円・４月１３日�まで �応用（ワ
ードで回覧用お知らせを作成）�４
月１７日�午前１０時～正午・１，０５０円・
４月１２日�まで �定各２０人（抽選）
�持ノートパソコン（レンタル１００円）

【マジック教室】
�時４月２１日�午前１０時３０分～午後
０時３０分 �定２０人（抽選） �料１，５５０
円 �持筆記用具、はさみ、セロハン
テープ �申４月１７日�まで
【木の実タペストリー・三脚苔玉

入れ作り】
�時４月２２日�午前１０時～午後３時
�定３０人（抽選） �料９００円 �持弁当、
持ち帰り用袋 �申４月１８日�まで
【無添加ハンドクリーム作り】
�時４月２５日�午前１０時３０分～午後
０時３０分 �定２０人（抽選） �料８５０円
�持持ち帰り用袋 �申４月１９日�まで
【社交ダンス入門】
�時４月２９日�午前１０時３０分～午後
０時３０分 �定２０人（抽選） �料３５０円
�申４月２５日�まで

春を楽しもう�
スプリングフェスタ

満開の桜の咲く中、家族や仲間で

楽しめるイベントがいっぱい。抽選

会もあります。ぜひ、お越しくださ

い。なお、当日は枚岡神社駐車場か

ら送迎があります（�迎え�午前９時
３０分～１０時、午後３時～３時２０分

�送り�午後２時５０分～３時１０分、
午後５時１５分～６時）。 �時４月７日
�午前１０時３０分～午後３時 �内�料�
うたごえ喫茶（午前１０時３０分～正午）

�１，０００円（弁当付き） �子ども自然
工作教室（正午～午後３時）�１００円
から �手作りコーナー（正午～午
後３時・申込不要） �春のロビーコ
ンサート（午後３時２０分～４時）�３００
円 ※いずれも申込先着順。 �申４
月５日�まで

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電
話番号を各申込期限までに電話また

はファクスで ※月曜日は休館。

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

ところ
行 事

東保健センター
（０７２・９８２・２６０３）

中保健センター
（０７２・９６５・６４１１）

西保健センター
（０６・６７８８・００８５）

専門相談

	






�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�



�

（証明書の発行はありま

せん）

５日�、１９日�
９・３０～１１・００

１１日�、２５日�
９・３０～１１・００

９日�、２３日�
９・３０～１１・００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

４日�、５日�、１７日�、
１９日�

１４・００～１６・００

２４日�
１０・００～１２・００

３日�
１０・００～１２・００

１０日�、１１日�、１７日�、
１９日�、２４日�、２５日�

１４・００～１６・００

４日�、１８日�
１０・００～１２・００

３日�、１０日�、１７日�、
２４日�

１４・００～１６・００

結核相談
５日�、１９日�

１４・００～１５・００

２日�、１６日�
１４・００～１５・００

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上の方）

１２日�
９・３０～１０・００

２５日�
９・２０～１０・００

電話健康相談 月曜日～金曜日 ９・００～１２・００、１２・４５～１７・３０

４か月児健康診査

�平成２３年１２月生まれ�
※個別に通知しています。

１０日�、２４日�
１３・１０～１４・００

３日�、１０日�、２４日�
９・１０開始

１７日�（北部）
９・３０開始

１１日�、１８日�、２５日�
１３・００～１４・１０

１歳６か月児健康診査

�平成２２年９月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１８日�、２５日�
１３・４０～１４・３０

１３日�、２７日�
１３・００開始

１１日�（北部・８月生
まれを含む）

１３・３０開始

３日�、１７日�
１３・１５～１４・１５

３歳６か月児健康診査

�平成２０年１０月生まれ�
※個別に通知しています。

１３日�、２７日�
１３・３０～１４・２０

４日�、２０日�
１３・００開始

（北部は来月）

１０日�、２４日�
１３・１５～１４・１５

離乳食講習会 １８日� １３・３０開始 １３日� １３・００開始

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
１０日�、２４日�

１４・００～１４・３０

３日�、１０日�、２４日�
１７日�（北部）

９・３０～１０・００

１１日�、１８日�、２５日�
１３・３０～１４・００

�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）まで。
�一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。
�（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

お問合せ

ください。

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

１０日�
２４日�

９日�

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法に基づく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

（４）平成２４年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください

近鉄奈良線

八
尾
枚
方
線

岩田郵便局

希来里

若江岩田駅

至
生
駒

至
布
施

N

〒

21
花園生活
支援センター

大切な人を自死で亡くされた方へ
わかちあいの会

遺族の方中心の安心できる場です。

４月から開催場所が変わります。 �時
４月２１日�午後２時～４時 �所花園生
活支援センター（岩田町２―１―３３）

�問健康づくり課

健康・禁煙相談広場

�時�所�４月１０日���東保健センタ
ー、�ももの広場（楠根） �１１日�
��中保健センター �１２日���夢
広場（布施駅前） �１７日���ゆう
ゆうプラザ（日下）、�はすの広場（近
江堂） �２０日���やまなみプラザ
（四条）、�中保健センター �２６日�
��グリーンパル（中鴻池） ☆�は午
前１０時３０分～１１時３０分、�は午後３時～
４時 �対２０歳以上の方 �内健康・禁煙
相談、女性の健康相談、血圧測定など

�問健康づくり課

ぜん息児のための親子体操教室
ハッピーママのリフレッシュ

心と体をリラックスさせて子育ての

不安を解消しませんか。 �時５月～来年
３月の木曜日午後２時３０分～４時（月

１回・計１１日間） �所くすのきプラザ
（若江岩田駅前） �対市内在住で４歳以
上の未就学の気管支ぜん息児とその保

護者 �定２０組（申込先着順） �内ボデ
ィワーカーや実技指導員による親子遊

び、グループカウンセリング、医師に

よる学習会、個別相談 ※未就学児の

保育あり（要申込）。 �申申込書に必要
事項を書いて、４月２日�～２０日�に
直接 ※申込書は保健センターで配布。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課

小児ぜん息学習会

�時４月２７日�午後１時２０分～３時３０
分 �所保健所大会議室 �対子どもの気
管支ぜん息などで困っているまたは関

心がある方 �定３０人（申込先着順） �内
講演「ぜん息の子ども達の運動の効用

について」健康運動指導士・小林亮介

さん ※未就学児の保育あり（要申込）。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課

ぜん息児のための水泳教室

水泳は心肺機能を高め、運動誘発ぜ

ん息を減らします。 �時５月１２日～６
月３０日の土曜日午後１時３０分～３時３０

分、午後２時３０分～４時３０分（計８日

間） �所東大阪アリーナ �対市内在住
で小学校２年生～６年生の気管支ぜん

息児 �定各５０人（抽選） ※ロッカー代

が必要。 �申申込書に必要事項を書い
て、４月２日�～９日�に直接 ※申

込書は保健センターで配布。参加者は

後日主治医の参加推薦書が必要。４月

２７日�に参加者説明会があります。
�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課

肺がん・結核エックス線検診

�時４月１７日�午前９時２０分～１０時
�内�対�肺がん検診�市内在住の４０歳以
上の方 �結核検診�市内在住の６５歳
以上の方 �定３０人（申込先着順）
�所�申�問西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�４月２日�午前１０時～１１時�
東保健センター �６日�午前９時３０
分～１０時３０分�西保健センター �１１
日�午前１０時～１１時�ゆうゆうプラザ
（日下） �１９日�午前９時３０分～１０時
３０分�中保健センター �２５日�午前
１０時～１１時�ももの広場（楠根） �対
３歳未満の乳幼児 �内身体測定、育児
相談など

�問東・中・西保健センター

骨密度測定検査

�時５月１０日�午前９時１０分～１０時３０分
�対２０歳以上の方 �定３５人（申込先着順）
�申４月２日�から電話で
�所�申�問中保健センター

成人歯科健康相談

必要なケアを歯科医師といっしょに

考えます。 �時�所�４月５日��中保
健センター �１２日��東保健センタ
ー �２５日��西保健センター ☆い

ずれも午前９時３０分～１１時３０分 �対２０歳
以上の方 �定各１２人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�申�５月１７日�午前９時１５分
～１０時１５分、午後１時～２時�市民会
館展示室・各５０人・４月１１日�から電
話で �５月２４日�午後１時、午後１
時４５分、午後２時３０分�中保健センタ
ー・各１０人・４月６日�から電話で
※いずれも申込先着順。 �対平成２４年
４月１日現在、４０歳以上の偶数年齢の

女性 �料８００円 ※生活保護受給者と市

民税非課税世帯の方は無料。

�申�問中・西保健センター

４００mL献血にご協力を

�時�所�４月６日��枚岡病院 �１６
日��	三和鋲螺製作所（吉田本町２）
�１７日��近商ストア東花園店東側、
フレスポ東大阪 �１９日��関西スー
パー日下店 �２０日��近鉄瓢�山駅
南側 �２２日
�市役所旭町庁舎 �
２７日��近鉄八戸ノ里駅前 ※受付時

間は場所によって異なり、日程を変更

する場合もあります。受付時に保険証

などで本人確認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター ０６

（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００ �地
域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、�０７２
（９６０）３８０６

食品衛生監視指導計画を策定

市では、食品衛生の監視指導を通し

て市民の食品の安全を確保するために

「平成２４年度食品衛生監視指導計画」を

策定し、４月１日から実施します。同

計画は、４月２日�から食品衛生課と
市ウェブサイトでご覧になれます。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

市では、市民が快適な生活ができ

るよう、下水道の整備に努めています。

３月３１日から、次の町丁目のそれ

ぞれ一部の地域で水洗化にできるよ

うになりました。 �善根寺町１・
６丁目 �日下町２丁目 �中石切
町２・４丁目 �東石切町１・２・
３・６丁目 �上石切町１丁目 �
東山町 �額田町 �東豊浦町 �
豊浦町 �出雲井町 �御幸町 �
昭和町 �客坊町 �五条町 �上
四条町 �四条町 �六万寺町１・

３丁目 �上六万寺町 �横小路町
２丁目

工事は指定業者で

トイレなどの水洗化工事は、必ず

市の指定工事業者に依頼してくださ

い。業者が市への申請手続きをしま

す（市の助成や貸付制度あり）。

なお、水洗化にできる区域では、く

み取り便所は３年以内に水洗化にす

るよう法律で規定されています。浄化

槽は速やかに水洗化にしてください。

上水道料金と合わせて
下水道使用料を負担

下水道を整備した区域では、下水道

を使用する皆さんに上水道の使用水

量に応じ、上水道料金と合わせて下水

道使用料を負担していただきます。

市では、下水道使用の実態を把握

するため、職員が家庭や事業所など

を訪問することがあります。協力を

お願いします。

�問�供用処理開始区域�下水道管
理課 ０６（４３０９）３２５４、�０６（４３０９）
３８２８ �水洗化�水洗化促進センタ
ー ０６（４３０９）３２４９、�０６（４３０９）３８２８
�貸付・助成金、下水道使用料�業
務課 ０６（４３０９）３２５１、�０６（４３０９）３８２７

水洗化にできる区域
さらに広がりました

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１日（５）
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市
で
は
、「
市
長
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
推
進
」「
国
や
府
か
ら
の
権
限
移

譲
な
ど
の
影
響
に
よ
り
規
模
が
拡

大
し
て
い
る
部
局
の
分
割
」
と
い

う
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
一
部
の
組
織
機
構
を
見
直

し
、
４
月
か
ら
新
組
織
で
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

新
組
織
に
は
、
市
長
の
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
市
役
所
改
革
を
推
し
進
め
る
た

め
に「
市
長
公
室
」を
組
織
し
、「
秘

書
室
」の
ほ
か
、「
政
策
調
整
室
」「
広

報
広
聴
室
」を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

今
日
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
児

童
虐
待
な
ど
に
綿
密
に
対
応
す
る

た
め
、「
福
祉
部
」か
ら
児
童
福
祉
関

連
の
部
局
を
分
割
し
、「
子
ど
も
す

こ
や
か
部
」
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
市
役
所
が
一
体

と
な
り
、
住
み
良
い
東
大
阪
市
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
、「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
部
」
を
新
た
に
組
織
し

ま
す
。「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
部
」

で
は
、
地
域
分
権
に
対
応
し
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、部
内
に「
市

民
協
働
室
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支

援
課
」
の
３
つ
の
室
・
課
を
組
織

し
ま
す
。

お
も
な
改
正
点
お
よ
び
業
務
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
長
公
室
】

▽
政
策
調
整
室
�
市
長
の
特
命

事
項
の
処
理
や
施
策
の
推
進
に
お

け
る
調
整
を
行
い
ま
す
。

【
経
営
企
画
部
】

▽
資
産
経
営
室
�
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
を
含

め
た
公
共
施
設
の
最
適
な
活
用
に

つ
い
て
、
企
画
・
立
案
を
担
当
し

ま
す
。

【
税
務
部
】

税
制
改
革
へ
の
対
策
強
化
を
図

る
た
め
、
税
に
特
化
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
部
】

▽
市
民
協
働
室
�
地
域
別
計
画

の
推
進
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

施
策
を
企
画
・
立
案
し
ま
す
。

▽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
室

�
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
援
し
ま
す
。

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
む
特
定
の
目

的
な
ど
を
も
っ
た
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

【
福
祉
部
】

▽
指
導
監
査
室
施
設
課
�
介
護

保
険
法
に
基
づ
く
施
設
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

指
定
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
指
導
監
査
室
居
宅
事
業
者
課

�
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
居
宅
サ

ー
ビ
ス
の
指
定
や
指
導
を
行
い
ま

す
。※

施
設
課
お
よ
び
居
宅
事
業
者

課
は
、
府
か
ら
本
市
に
移
譲
さ
れ

る
介
護
保
険
事
業
者
へ
の
指
定
・

指
導
業
務
を
行
い
ま
す
。

▽
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係
・

障
害
福
祉
係
�
高
齢
福
祉
と
障
害

福
祉
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ
り
、

専
門
的
で
丁
寧
な
対
応
を
め
ざ
し

ま
す
。

【
子
ど
も
す
こ
や
か
部
】

▽
子
ど
も
家
庭
室
子
ど
も
見
守

り
課
�
子
ど
も
の
虐
待
防
止
や
子

ど
も
の
発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

行
財
政
改
革
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
０
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

一一
部部
執執
務務
室室
・・
窓窓
口口
をを
移移
転転

こ
れ
ま
で
府
で
行
わ
れ
て
い
た

業
務
が
４
月
か
ら
一
部
市
へ
権
限

移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
役

所
本
庁
舎
の
一
部
の
執
務
室
お
よ

び
窓
口
を
移
転
し
て
い
ま
す
。

来
庁
の
際
は
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

管
財
室
（
旧
管

財
課
）

０
６（
４
３
０
９
）３
１

２
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

２
０

２
月
２８
日
、
近
鉄
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
交
流
大
会
が
行
わ

れ
、
市
立
小
学
校
の
児
童
が
、

「
聖
地
花
園
」
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
回
り
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち

に
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
授
業
で
培

っ
た
技
能
を
披
露
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
市

と
市
教
育
委
員
会
が
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。大
会
に
は
、

６
校
の
市
立
小
学
校
が
参
加
。

３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
男

女
計
２７
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
や
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
ま
し

た
。現

在
、
市
で
は
２
０
１
９
年

に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
か
ら
１０
校
の

市
立
小
学
校
へ
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ

ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
も
活
躍

さ
れ
た
本
市
出
身
の
南
條
賢
太

さ
ん
を
外
部
講
師
と
し
て
派
遣

す
る
な
ど
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を

含
め
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
推
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
年
生
男
子
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
優
勝
し
た
森
河
内
小
学

校
の
利
根
悠
斗
さ
ん
は
、「
め
ち

ゃ
め
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
年
も
こ
こ
で
や
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
０
２
０
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
７

市
で
は
、
野
田
市
長
の
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り
、
市
長
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
市

役
所
の
組
織
を
見
直
し
、
４
月
か
ら
新
組
織
で
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

タグラグビ－の解説

タグラグビーとは、ラグビーと
ほぼ同じルールで楕円形のボール
を使うスポーツです。ラグビーと
の大きな違いは、タックルがない
ことで、腰に付けたタグと呼ばれ
るひもを取ってボールを持った選
手の攻撃を止めます。

「
カ
レ
ー
パ
ン
を
食
べ
て
み

ん
な
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
と

カ
レ
ー
パ
ン
の
普
及
振
興
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
東
大
阪

カ
レ
ー
パ
ン
会
が
、
毎
月
８
日

を
カ
レ
ー
パ
ン
の
日
と
し
、
さ

ら
な
る
周
知
と
市
民
に
愛
着
を

も
っ
て
も
ら
え
る
取
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
は
、

昨
年
１
月
に
発
足
し
、
現
在
２７

事
業
者
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ー
パ
ン
の
日
に
は
、
同

会
に
参
加
し
て
い
る
店
舗
が
こ

の
日
だ
け
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や

割
引
、
そ
の
他
独
自
サ
ー
ビ
ス

を
用
意
す
る
な
ど
、
市
民
に
と

っ
て
「
カ
レ
ー
パ
ン
の
日
」
が

毎
月
楽
し
み
に
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
東
大

阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp���w
w
w
.g
eo
c

ities
.jp�h

ig
a
o
_
cu
rry

_
p
a
n�

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

企
画
室
（
旧

政
策
推
進
室
）
内
東
大
阪
カ
レ

ー
パ
ン
会
事
務
局

０
６（
４
３

０
９
）３
１
０
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
２
６

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

１
人
で
も
多
く
の
方
に�
み
ど

り
�
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
市
と
東
大
阪
市

を
緑
に
す
る
市
民
の
会
が「
緑

の
輪

ひ
ろ
げ
て
包
む

ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
植

樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
で
３０
回
目
を
迎
え
る

植
樹
祭
は
、
記
念

式
典
を
は
じ
め
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
抽
選
会
な
ど
、

楽
し
い
催
し
が
い

っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ

い
。◇

と
き

４
月

２２
日
�
午
前
１０
時

〜
午
後
２
時

◇
と
こ
ろ

長
瀬
東
小
学

校
運
動
場
（
雨
天
時
は
体
育

館
）※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◇
内
容

▽
記
念
式
典（
午

前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
・

小
学
生
に
よ
る
「
緑
の
ち
か

い
」や
記
念
植
樹
な
ど
）

▽

緑
化
絵
画
や
写
真
な
ど
の
展

示

▽
ミ
ニ
庭
園
の
展
示

▽
模
擬
店
な
ど

◇
問
合
せ
先

み
ど
り
対

策
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
６

�
組
織
機
構
の
改
正
に
よ
り
新
設
・
変
更
が
あ
っ
た
部
署
は
赤
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

�
係
な
ど
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

�
建
設
局
・
総
合
病
院
・
消
防
局
・
出
納
室
・
上
下
水
道
局
・
教
育
委
員
会
は
従
前

の
と
お
り
で
す
。

�
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局
・
公
平
委
員
会
事
務
局
・
農
業
委
員
会
事
務
局

は
従
前
の
と
お
り
で
す
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
と

選
挙
課
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

高
層
階
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
地
下
２
階
〜
１
階
、
１０
階
〜
２２
階
）

※執務室および窓口が移転している部署は黄色で表示しています。

低
・
中
層
階
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
地
下
２
階
〜
１１
階
）

市役所本庁舎執務室および窓口一覧

みどり対策課

開発指導課

街路整備室

業務課

水道連絡所

国際情報プラザ

農政課

福利厚生課

生活福祉室

介護認定課

公害対策課

国民年金課

交通対策室

建築審査課

連続立体交差推進室

水洗化促進センター

河川課

人権同和調整課

労働雇用政策室

人事課

居宅事業者課

給付管理課

保育課

環境整備課

納税課

保険料課

議員控室

学校給食課

道路整備課

文化財課

建築営繕室

都市開発室

事業調整課

建設室設計室

人権啓発課

商業課

行財政改革室

人材育成室

調度課

施設課

介護保険料課

子ども見守り課

環境事業課

ＮＰＯ・市民活動支援課

固定資産税課

資格給付課

ＡＴＭコーナー

委員会室

議員控室

副議長室

議事調査課

教育次長室

施設整備課

教職員課

道路管理課

公園整備課

青少年スポーツ室

住宅改良室

都市づくり課

計画課

施設課

男女共同参画課

モノづくり支援室

副市長室

政策調整室

資産経営室

記者クラブ

職員課

財政課

法人指導課

高齢介護課

子育て支援課

循環社会推進課

地域コミュニティ支援室

市民税課

保険管理課

喫茶室

駐車場

展望ロビー

議会傍聴席

議場

議長室

庶務課

委員会室

教育長室

総務課

学事課

土木環境課

公園管理課

社会教育課

住宅政策課

指導監察課

都市整備庶務課

建設室

下水道総務課

下水道管理課

統計課

文化国際課

経済総務課

食堂

市長室

秘書室

企画室

広報課

法務文書課

管財室

福祉企画課

障害者支援室

子ども家庭課

斎場管理課

環境企画課

産業廃棄物対策課

情報化推進室

市民協働室

市民総務室

税制課

市民課

医療助成課

市政情報相談課

総合案内

車両室

駐車場

議会事務局

教育企画室
学校教育推進室
教育総務部
学校管理部
人権教育室

土木部

社会教育部

建築部

未収金特別対策室
建設企画総務室
都市整備部
下水道部
検査室

下水道部

行政管理部
人権文化部
経済部
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局

ラグビーワールド
カップ誘致室
市長公室
経営企画部
危機管理室
市長公室
行政管理部
財務部

福祉部

子どもすこやか部
健康部

環境部

公平委員会事務局
農業委員会事務局
行政管理部
協働のまちづくり部
市民生活部
税務部

市民生活部

市長公室
出納室

財務部

２２階
２１階
２０階

１９階

１８階

１７階

１６階

１５階

１４階

１３階

１２階

１１階

１０階

９階

８階

７階

６階

５階

３階

２階

１階

地階１
地階２

危
機
管
理
室

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
誘
致
室

未
収
金
特
別
対
策
室

秘
書
室

市長公室

政
策
調
整
室

広
報
広
聴
室

広
報
課

市
政
情
報
相
談
課

経営企画部

企
画
室

資
産
経
営
室

行
財
政
改
革
室

法
務
文
書
課

行政管理部

職
員
課

人
材
育
成
室

人
事
課

福
利
厚
生
課

情
報
化
推
進
室

統
計
課

管
財
室

財務部

財
政
課

調
度
課

文
化
国
際
課

人権文化部

男
女
共
同
参
画
課

人
権
室人

権
啓
発
課

人
権
同
和
調
整
課

長
瀬
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

荒
本
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

協働のまちづくり部

市
民
協
働
室

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室Ｎ

Ｐ
Ｏ
・

市
民
活
動
支
援
課

市
民
総
務
室

市 民 生 活 部

市
民
課

各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

資
格
給
付
課

保
険
料
課

国
民
年
金
課

医
療
助
成
課

税
制
課

税務部

市
民
税
課

固
定
資
産
税
課

納
税
課

経
済
総
務
課

経済部

モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

商
業
課

労
働
雇
用
政
策
室

農
政
課

福
祉
企
画
課

福 祉 部

指
導
監
査
室

法
人
指
導
課

施
設
課

居
宅
事
業
者
課

生
活
福
祉
室

障
害
者
支
援
室

長
瀬
障
害
者
セ
ン
タ
ー

荒
本
障
害
者
セ
ン
タ
ー

高
齢
介
護
室

高
齢
介
護
課

介
護
保
険
料
課

給
付
管
理
課

介
護
認
定
課

東
・
中
・
西
福
祉
事
務
所

子
ど
も
家
庭
室

子どもすこやか部

子
ど
も
家
庭
課

子
育
て
支
援
課

子
ど
も
見
守
り
課

保
育
室保

育
課

各
保
育
所

保
健
所

健 康 部

地
域
健
康
企
画
課

食
品
衛
生
課

環
境
薬
務
課

健
康
づ
く
り
課

東
・
中
・
西

保
健
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー

斎
場
管
理
課

東
診
療
所

環
境
企
画
課

環 境 部

循
環
社
会
推
進
課

環
境
事
業
課

東
・
中
・
西
・
北
部

環
境
事
業
所

美
化
推
進
課

環
境
整
備
課

公
害
対
策
課

産
業
廃
棄
物
対
策
課

子どもすこやか部では、子育て中の
親子を応援します（写真・荒本子育
て支援センターを利用する親子）

新
組
織
機
構
図
（
市
長
部
局
）

よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
のののののののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
がががががががががががががががががががががががが
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

４月１日に
組織機構を改正

協働のまちづくり部では、市民と
ともにまちづくりに取り組みます
（写真・市民主体で開催される市
民ふれあい祭り）

花花
園園
ララ
ググ
ビビ
ーー
場場
でで

緑
の
輪

ひ
ろ
げ
て
包
む

ま
ち
づ
く
り

植
樹
祭

４
月
２２
日
に
開
催

タタググララググビビーー
交交流流大大会会

カカレレーーパパンンのの日日
東大阪カレーパン会

「聖地花園」でトライを
めざす小学生

毎毎月月８８日日はは

昨
年
の
植
樹
祭
も
多
く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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（６）平成２４年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１日（７）
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その他のつづき

市税の口座振替にご協力を

平成２４年度から市税の「口座振替済

みのおしらせ」が年１回の送付になり

ます。全期一括振替の方は第１期振替

日の翌月、期別振替の方は第４期振替

日の翌月に送付します。

市税の口座振替は、預貯金口座のあ

る市税取扱金融機関（阿波・徳島銀行

を除く）または郵便局に、通帳、届出

印、納税通知書を持参すると手続きす

ることができます。

なお、口座振替依頼書は市内の市税

取扱金融機関などにあります。また、

市ウェブサイトからダウンロードもで

きます。市税の口座振替にご協力くだ

さい。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４７、�０６（４３０９）
３８０８

４月１日から支給方法が変更
介護保険住宅改修費

介護保険を利用して住宅改修を行う

場合、その費用の支給方法には、利用

者が施工事業者に１割相当額を支払い、

市から９割相当額を施工事業者に支払

う「受領委任払い制度」と、利用者が

施工事業者にいったん全額支払い、後

に市から９割相当額を利用者に支払う

「償還払い制度」があります。

４月１日から受領委任払いは、市へ

登録している施工事業者（登録事業所）

が工事を行った場合のみ選ぶことがで

きます。登録事業所以外で工事を行っ

た場合は、償還払いとなりますのでご

注意ください。

�問給付管理課 ０６（４３０９）３１８６、�０６
（４３０９）３８１４

交通遺児激励金を給付

市民の善意によるお金を交通遺児激

励金（２万円）として給付します。対

象は、父または母を自動車などの車両

による事故で亡くした平成６年４月２

日以降生まれの１８歳以下の方です。ま

た、次に当てはまる方は金額を加算し

ます。

�今春、小学校へ入学�２万円 �
今春、中学校へ入学�３万円 �今春、
高校へ進学または就職�５万円（在学
・在職証明書が必要） �申申請書に必
要事項を書いて、４月３０日�までに校
区福祉委員長へ直接 ※申請書は校区

福祉委員長宅またはボランティア・市

民活動センターで配布。

�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）５５５０、

�０６（６７８９）２９２４

４月１日から変更します
ＣＳＷの連絡先

高齢者や障害者、子育て中の方の相

談に応じる「コミュニティソーシャルワ

ーカー」（ＣＳＷ）の下記の連絡先を４月

１日から変更しますので、ご注意くだ

さい。 担当中学校区・�所�縄手南・縄
手�五条老人センター（０７２・９８６・７６７３）
�楠根・高井田�高井田老人センター
（０６・６７８９・７２０６） ☆いずれも土・日

曜日、祝日を除く午前９時～午後５時

�問福祉企画課（旧健康福祉企画課）
０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）３８１５

４月１日から高齢者サービスセンターが
角田総合老人センターに

高齢者の生きがいづくりの場として

親しまれている高齢者サービスセンタ

ーは、４月１日から角田総合老人セン

ターに名称を変更します。

角田総合老人センターでは、高齢者

が健康でより豊かな生活を送れるよう、

引き続き健康の増進や教養の向上を図

るための行事や教室を開催したり、高

齢者が抱えるさまざまな相談に応じた

りします。また、高齢者主体の市民活

動や情報発信の拠点として、新たな事

業も展開していきます。

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

ヒューマンライツカレンダーを配布

市内の児童や生徒の人権作品を掲載

したヒューマンライツカレンダーを作

成し、行政サービスセンターなどの市施

設で配布しています。ご活用ください。

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

傍聴しませんか
障害者自立支援法に基づく自立支援協議会

�時４月２７日�午後３時～５時 �所市
役所本庁舎１８階大会議室 �対市内在住、
在勤、在学（いずれか）の方 �定５人（抽
選） �内地域の障害福祉に関する施策の
実施状況 �申ハガキに協議会名、住所、
氏名、電話・ファクス番号、手話通訳

の有無を書いて、４月１３日�（必着）ま
でに郵送（ファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５、�
shogai@city.higashiosaka.lg.jp

対象者は更新申請を
日常生活支援用具の給付

市では、障害者が日常生活をより円

滑に行うことができるよう、必要に応

じて日常生活用具を給付しています。

日常生活用具を受給している方で、蓄

便袋・蓄尿袋・紙おむつの給付券が引

き続き必要な方は、福祉事務所で更新

申請してください。

�問�東福祉事務所 ０７２（９８８）６６１７、

�０７２（９８８）６６２０ �中福祉事務所 ０７２

（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０ �西
福祉事務所 ０６（６７８４）７９８０、�０６（６７８４）
７６７７ �障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、

�０６（４３０９）３８１５

慰霊塔の開扉日

平成２４年度の市立慰霊塔の開扉日は

次のとおりです。 開扉日 ４月１６日

�、５月１５日�、６月１５日�、７月１７
日�、８月１０日�、１４日�、１５日�、
９月１５日�、２２日	、１０月１６日�、１１月
１５日
、１２月１５日�、２７日
、２８日�、
来年１月５日�、１７日
、２月１５日�、
３月１５日�、２０日	 ☆いずれも午前

１０時～午後４時

�問生活福祉室（旧生活福祉課） ０６

（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

インターネット公売

ヤフー�が提供する官公庁オークシ
ョンシステム上で次のとおりインター

ネット公売を実施します。 公売物件
ついたて

金屏風、衝立など 公売方法 せり売

り方式 申込期間 ４月１２日
午後１
時～２６日
午後１１時 入札期間 ５月

８日�午後１時～１０日
午後１１時 買
受代金納付期限 ５月１８日�午後２時
３０分 ※公売物件の下見会を４月１８日

�午前１０時から正午まで行います。事
前にお申込みください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

府営住宅募集期間を変更

府営住宅の総合募集の配布受付期間

は、偶数月（年６回）のおおむね１日から

１５日までですが、４月は２日�から１６日
�までとなりますのでご注意ください。
応募用紙は住宅政策課、市政情報コ

ーナー、行政サービスセンター、福祉

事務所、中河内府民お問合せセンター

情報プラザ（御厨栄町４）で配布します

（土・日曜日、祝日を除く）。

�問�日本住宅管理� ０６（６２２９）６６６３

�住宅政策課 ０６（４３０９）３２３１、�０６
（４３０９）３８３４

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０

１０日�
２４日�

１３日�
２７日�

５日

１９日


６日�
２０日�

１２日

２６日


３日�
１７日�

６日�
２０日�

４日�
１８日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：４０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

日下町丹波神社西

上石切町２・駅前公園

西石切町２・ダイアパレス横

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島町児童遊園

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内・メープルコート

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

角田総合老人センター
（旧高齢者サービスセンター）

岩田町６・プレジデント東大阪

八戸の里公園相撲場西

１１日�
２５日�

１１日�
２５日�

４日�
１８日�

５日

１９日


１０日�
２４日�

３日�
１７日�

１２日

２６日


１３日�
２７日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：３０

１５：１０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：３０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

東楠風荘公園稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

横枕・春光園

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

近江堂行政サービスセンター北

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

（８）平成２４年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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子育て教室

子育てのことを話しませんか。 �時
４月２０日�午後７時～８時４５分、２５日
�午前１０時～１１時４５分 �講カウンセラ
ー・松木育子さん ※子育ての悩みな

どの個別相談にも応じています（各開

催日の１週間前までに要申込）。

�所�問長瀬青少年センター ０６（６７２７）

１２００、�０６（６７２９）９７８７

住宅ローンや生命保険の選び方
家庭の節約術

�時４月１６日�午前１０時３０分～正午
�対１８歳以上の方 �定２０人（申込先着順）
�料８００円 �申４月９日�までに電話で
�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

東大阪アリーナトレーニングルーム
新規登録者講習会

�時４月２３日�、２５日�、２８日�午後
１時３０分～３時３０分、午後３時３０分～

５時３０分 �対１６歳以上の方 �定各１０人
（抽選） �料３００円 �持トレーニングウ
ェア、室内用シューズ �申往復ハガキ
（１人１枚）に講習名、希望日時、住

所、氏名、年齢、性別、電話番号を書

いて、４月６日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

手作り作品教室

押し花を散りばめた作品を作ります。

�時�内�４月１９日��ペンダント �５
月１７日��小物ケース ☆いずれも午

後１時３０分～３時３０分 �対市内在住の
６０歳以上の方 �定各１５人（申込先着順）
�料１，０００円 �持ピンセット、はさみ、テ
ィッシュペーパー �申４月２日�から
電話または直接

�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

東体育館の教室

【ジュニアバトントワリング】
�時�対�４月１７日～６月１２日の火曜日
午後６時１５分～７時５分�４歳～小学
校３年生、午後７時１０分～８時�小学
校４年生以上の子ども �４月１９日～
６月２１日の木曜日午後３時～３時５０分

�３歳以上の子ども ☆いずれも計８

日間で体験会あり �定各２０人（申込先
着順） �料８，４００円 �申往復ハガキに教
室名、住所、氏名（ふりがなも）、年齢、

生年月日、電話番号を書いて、４月１０

日�（必着）までに郵送（直接も可）
ズ ン バ

【ZUMBA GOLD】
ラテン系音楽とダンスを融合した運

動です。 �時木曜日午後１時１０分～２
時（計４日間） �対１８歳以上の女性
�定３０人（申込先着順） �料３，１５０円 �申
教室名、住所、氏名（ふりがなも）、年

齢、電話番号を電話またはファクスで

◇ ◇

�持動きやすい服、室内用シューズ、
タオル

�所�申�問〒５７９・８０３６鷹殿町１―２ 東体育

館 ０７２（９８２）１３８１、�０７２（９８２）２７６８

緑化ボランティア養成講座

緑化ボランティアとしての園芸のノ

ウハウや心得を学びませんか。くわし

くは事前説明会にお越しください。

�時５月～来年３月の原則第３木曜日
（５月は第２・４木曜日、８月は第４木曜

日）午前１０時～午後３時（午後０時３０分

までのときもあり） �所花園中央公園な
ど �対全日程受講可能で、修了後緑化
ボランティアリーダーとして登録でき

る市内在住、在勤、在学（いずれか）の方

�定２０人（書類選考） ※交通費が必要な

場合あり。 �申４月２３日�までに電話で
【事前説明会】
受講希望者は必ず出席してください。

�時４月２７日�午前１０時～正午 �所市役
所本庁舎１１階会議室

◇ ◇

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

メロディうんどう教室

�時４月１２日�、２５日�午後１時３０分
～３時 �対市内在住の６０歳以上の方
�定各２５人（申込先着順） �内運動や生
活指導など �持体操ができる服・靴、
タオル、飲み物 �申４月２日�から電
話または直接

�所�申�問角田総合老人センター（旧高
齢者サービスセンター） ０７２（９６２）

８０１１、�０７２（９６３）２０２０

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

市政だより３月１５日号１０面で掲載し

たビデオな１日の上映作品が、映画「レ

オニー」から「オフサイド・ガールズ」

（日本語字幕あり）に変更となりました。

女性が男性のスポーツを観戦するこ

とが禁じられているイランで、サッカ

ーを観戦しようと奮闘する少女たちの

元気と勇気を感じる作品です。 �時４月
２２日	午前１０時～正午、午後２時～４
時 �対市内在住、在勤、在学（いずれ
か）の方 �定各４０人（当日先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人２００円で定員１０人・４月１５日	ま
でに要申込）。

�所�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

ハングル講座入門

�時４月１８日～７月１８日の水曜日午後
７時～８時３０分（計１４日間） �対中学
生以上の方 �定１５人（抽選） �料８，０００
円 �申ハガキに講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、４月１１日�
（必着）までに郵送（ファクスも可）

※当選者には連絡します。

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

トレーニングルーム休館
東大阪アリーナ

４月７日�、８日	はプロスポーツ
開催のため、トレーニングルームの一

般利用ができません。

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

【絵本で遊ぼう】
�時４月～来年３月（５月と１月を

除く）の第１水曜日午後３時～４時

３０分 �対市内在住、在勤（いずれか）
の方とその子ども（小学生以下）

※申込不要。

【おもちゃの病院】
壊れたおもちゃを修理します。

�時４月～来年３月の第３土曜日午後
１時～３時３０分、４月～来年３月（５

月と１月を除く）の第１水曜日午後

３時～４時３０分 �対市内在住、在勤
（いずれか）の方 ※特殊部品は実

費が必要。申込不要。

【ギター教室】
�時５月～９月の原則第１・３月曜

日午後７時３０分～８時３０分（計１２日

間） �対市内在住、在勤（いずれか）の
２０歳以上の初心者 �定１４人（抽選）
�料１回７５０円（６回分前納） �持ギター、
ピック

【透明水彩画教室】
�時５月～来年３月の原則第１・３
土曜日午後１時～４時３０分（計２０日

間） �対市内在住、在勤（いずれか）
の方 �定１２人（抽選） �料１回７５０円
（１０回分前納） �持画材
【くすのきカレッジ】
５月から来年３月まで（８月を除

く）学びます。 �内�時�料�日本史・郷
土史�第２火曜日午後７時～９時（計
１０日間）・３，０００円 �美術・文化�第
２金曜日午後６時３０分～８時３０分（計

１０日間）・４，０００円 �対市内在住、在勤
（いずれか）の方 �定各４０人（抽選）

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏
名、年齢、性別、電話番号を書いて、

４月１０日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（岩江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

新しいことにチャレンジ�
くすのきプラザの教室

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１日（９）
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鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月４日�・９日�午前９時３０分

～１１時３０分、２７日�午後１時３０分～４
時 �所鴻池子育て支援センター �対よ
ちよち歩きの１歳児とその保護者 ※

申込不要。

【ふたご交流会】
�時４月６日�午前１０時～１１時３０分
�所鴻池子育て支援センター �対就学前
のふたご・みつごとその保護者 ※申

込不要。

【講座～赤ちゃんを知って楽しく子
育て】
�時４月９日�、２３日�午後２時～３
時３０分（計２日間） �所鴻池子育て支
援センター �対３か月～７か月の乳児
とその保護者 �定１２組（抽選） �申４月
４日�午後１時３０分～５時に電話で
【おでかけ赤ちゃんタイム】
�時４月１２日�午後３時１５分～４時３０

分 �所府立城東工科高校ガラスの実験
棟２階 �対未歩行の０歳児とその保護
者 ※申込不要。

【おでかけホッと広場】
�時�所�４月１６日��緩衡緑地公園（加
納高校跡地付近） �２３日��鴻池ス
カイランド ☆いずれも現地に午前１０

時３０分集合、午前１１時３０分解散で雨天

中止 ※申込不要。
で

【親子ｄｅ遊ぼ】
�時４月２０日�午前１０時～１１時１５分
�所鴻池子育て支援センター �対１歳児
とその保護者 �定２０組（申込先着順）
�申４月１３日�午後１時３０分～５時に電
話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月２日�・２０日�・２７日�午後
２時３０分～４時、９日�午前１０時～１１
時３０分 �所長瀬子育て支援センター
�対よちよち歩きの１歳児とその保護者
※申込不要。

【親子でパラバルーン】
�時４月１３日� ☆金岡公園に午前１０

時３０分集合、午前１１時３０分ごろ解散

�対就学前乳幼児とその保護者 �申４月
６日�午前１０時から電話で

【おでかけ赤ちゃん広場】
�時４月６日�午前１０時３０分～１１時３０分
�所森河内公民分館 �対未歩行の０歳児
とその保護者 ※申込不要。

【たこ焼きでおやつタイム】
�時４月１０日�午後２時～３時 �所長

瀬子育て支援センター �対２歳以上の
幼児とその保護者 �定１２組（申込先着
順） ※材料費が必要。 �申４月２日
�午後１時から電話で
【牛乳パックのイス作り】
�時４月１３日�午後１時３０分～３時３０
分 �所長瀬子育て支援センター �対就
学前乳幼児とその保護者 �定１０組（申
込先着順） ※材料費が必要。 �申４
月４日�午後１時から電話で
【ママと遊ぼう】
�時４月２０日�午前１０時～１１時 �所長

瀬子育て支援センター �対２歳以上の
幼児とその保護者 �定２０組（申込先着
順） �申４月９日�午後１時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月２日�午前９時３０分～１１時３０

分、９日�午後１時３０分～３時３０分
�所荒本子育て支援センター �対よちよ
ち歩きの１歳児とその保護者 ※申込

不要。

【シール貼りで遊ぼう】
�時�対４月６日��午前１０時～１１時３０
分�１歳６か月～３歳未満の乳幼児と
その保護者 �午後１時３０分～３時�
３歳以上の幼児とその保護者 �所荒本
子育て支援センター ※申込不要。

【アンパンマン体操をしよう】
�時�所�４月９日��花園中央公園
�１６日��ももの広場（楠根） �１９日
��長田内介公園 ☆いずれも現地に

午前１０時３０分（１６日は午前１０時）集合、

午前１１時３０分解散 �申４月４日�午後
１時から電話で

【荒本西公園へミニ遠足】
�時４月１３日� ☆荒本子育て支援セ

ンターに午前１０時集合、正午解散 �持弁
当 �申４月６日�午前１０時から電話で
【パラバルーンで遊ぼ】
�時�対４月１３日��午前１０時～１１時�
１歳児とその保護者 �午後１時３０分
～２時３０分�２歳以上の幼児とその保

護者 �所荒本子育て支援センター �定
各３０組（申込先着順） �申４月４日�
午後１時から電話で

【作って遊ぼう�お楽しみ広場】
�時４月１６日�午後１時３０分～３時

�所荒本子育て支援センター �対１歳６
か月以上の乳幼児とその保護者 �定３０
組（申込先着順） �申４月６日�午後
３時から電話で

【ちぎり紙】
�時４月１８日�午前１０時～１１時 �所荒

本子育て支援センター �対１歳６か月
～２歳未満の乳児とその保護者 �定３０
組（申込先着順） �申４月１１日�午後
１時から電話で

【リボンさんのわくわくパーティ】
�時４月２０日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対１歳６
か月以上の乳幼児とその保護者 �定３０
組（申込先着順） �申４月１３日�午後
１時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

あさひっこ

【中石切公園へおでかけ】
４月から第１・３水曜日におでかけ

して遊びます。 �時４月４日�、１８日
� ☆いずれも中石切公園に午前１０時

３０分集合、午前１１時３０分解散で雨天中

止 ※申込不要。

【大人のメニューから離乳食】
�時４月１１日�午前１０時～１１時 �所あ

さひっこ �対０歳児とその保護者 �定
１０組（申込先着順） �料５０円 �申４月
３日�午前１０時から電話で
【親子で遊ぼ う・ふ・ふ】
�時�対４月１２日��午前１０時３０分～１１時
�２歳未満の乳児とその保護者 �午
前１１時１０分～１１時４０分�２歳以上の幼児
とその保護者 �所あさひっこ �内絵本
の読み聞かせやわらべうたなど

【枚岡梅林へ行こう】
�時４月１３日�午前１０時～正午（雨天
中止） �所あさひっこ（旭町子育て支援
センター） �対しっかり歩ける２歳以
上の幼児とその保護者 �定１０組（申込
先着順） �持弁当、お茶、手ふき、敷
物 �申４月３日�午前１０時から電話で
【フェルトでアンパンマンのネーム

プレートを作ろう】
�時４月１９日�午前１０時～１１時 �所あ

さひっこ �対１歳以上の乳幼児とその
保護者 �定１０組（申込先着順） �料１００
円 �申４月１０日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

小鳩基金大賞

青少年に「夢と感動の場を」の実現

に向けて小鳩基金大賞を開催し、市内

で活動する団体や個人を表彰します。

対象は、学術・文芸（文化・芸術・ス

ポーツ）、福祉（地域福祉・地域開発）

などの分野において２１世紀を担う子ど

もたちの健全育成のために活動してい

る団体・個人または他人への思いやり

を具体的に実践する青少年です。

申込方法などくわしくはお問合せく

ださい。

�申�問東大阪市青少年健全育成小鳩基
金協議会 ０６（６７２２）４０００、�０６（６７２５）
５３３６

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８１、

�０６（４３０９）３８３５

ケアアシスタントの登録者

医療的ケアが

必要な子どもを

支援するケアア

シスタント（医

療介助員）とし

て、市立小・中

学校で勤務でき

る登録者を募集

します。くわし

くはお問合せください。 勤務時間
午前８時３０分～午後３時１５分 �対看護
師免許を取得している方

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

淀川水系寝屋川ブロック
河川整備計画への意見

現在、変更を進めている府の「淀川

水系寝屋川ブロック河川整備計画」の

原案ができましたので、意見を募集し

ます。原案は、４月９日�から２３日�
まで大阪府河川室と八尾土木事務所、

河川課で閲覧できます。また、府ホー

ムページ（http���www.pref.osaka.jp
�s_kasen�）でもご覧になれます。
�申計画の意見、住所、氏名、電話番号
を書いて、４月２３日�（必着）までに郵
送（ファクス、Ｅメール、直接も可）

※書式は問いません。

�申�問�〒５４０・８５７０大阪府河川整備課
０６（６９４３）７４０９、�０６（６９４９）３１２９、�
kasen�g23@sbox.pref.osaka.lg.jp �
〒５７７・８５２１市役所河川課 ０６（４３０９）

３２６３、�０６（４３０９）３８２８、�gesuika
sen@city.higashiosaka.lg.jp

仲仲 間間 がが いい っっ ぱぱ いい
子子育育てて支支援援セセンンタターーのの催催しし

※車での来場はご遠慮ください

（１０）平成２４年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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博物館トーク＆綿くり

【博物館トーク】
展示資料を見ながら西地区（Ｅ・Ｆ・

Ｇ地域）にある遺跡の発掘調査の成果

や稲作のはじまりなどを紹介します。

�時４月１５日�午後１時３０分～４時 �対
２０歳以上の方 �定２０人（申込先着順）
�申４月３日�から電話で
【綿くり体験】
江戸時代に河内地域で盛んに栽培さ

れていた綿への理解を深め、綿くりを

体験しませんか。取り出した種は、持

ち帰ることができます。 �時４月３日
�から（月曜日休館、月曜日が祝日の
場合は翌日休館） �定５０人 ※１人１

袋でなくなり次第終了。

◇ ◇

�料大人５０円、高校・大学生３０円、小
・中学生２０円

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

あるこう会

淡路島にある国営明石海峡公園をバ

スで訪ね、散策します。 �時４月１８日
�、２５日� ☆いずれも長瀬老人セン

ターを午前９時出発、午後４時３０分ご

ろ解散 ※重複申込不可。 �対市内在
住の６０歳以上の方 �定各４５人（申込先
着順） �料１，５００円 �持弁当、飲み物
（アルコール類不可） �申４月３日�
から各開催日の５日前までに本人確認

書類と料金を添えて直接

�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

玉串川沿いの史跡めぐり

八尾市の二俣から山本までの玉串川

（旧大和川）沿いの史跡を徒歩で訪ね

ます（約６�）。 �時５月１０日�（小雨
決行・雨天時は５月１２日�に順延）
☆ＪＲ志紀駅改札口前に午前９時３０分

集合、山本小学校前で午後３時３０分解

散 �対市内在住、在勤（いずれか）の
方 �定４０人（抽選） �料３００円 �持弁当、
飲み物、敷物 �申往復ハガキに行事名、
住所、氏名、電話番号を書いて、４月

１０日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００

くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

女性のための就職相談会

�時４月２０日�午前１０時～正午、午後
１時～４時 �所市民会館第２和室 �対
１５歳～おおむね３９歳の女性 �定１５人（申
込先着順） ※保育あり。 �申４月１９
日�午後４時までに電話で
�申�問東大阪若者サポートステーショ
ン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

税理士による税務相談

�時４月１１日�午前９時～正午（１人
３０分） �所市役所本庁舎１階相談室
�定１０人（当日先着順） �内新規開業、
相続、贈与

�問�近畿税理士会東大阪支部 ０６

（６７２５）７７０８、�０６（６７２２）２１７０ �税
制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６（４３０９）３８１０

人 権 相 談

【特設人権相談】
�時�所�４月１２日�	総合福祉センタ
ー �１９日�	夢広場（布施駅前）☆
いずれも午後２時～４時

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
�時土・日曜日、祝日を除く午前９時
～午後４時

�所�問大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８２）

５５６３

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

建築士による相談

�時４月１７日�午後１時～４時 �所市
役所本庁舎１階相談室 �内建替え、耐震、
アスベスト、リフォーム、欠陥住宅など

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

不動産相談

�時４月１３日�午前１０時～正午 �所市
役所本庁舎１階相談室 �定５人（当日
先着順） �内土地、建物、登記など
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

女性のための
法律・労働・多言語法律相談

【法律・労働相談】
�時�定�法律	４月４日�、５月２日�、
６月６日�午後１時～４時・各６人（１
人３０分） �労働	４月１４日�、５月１２
日�、６月９日�午後１時３０分～４時
２０分・各３人（１人５０分・電話相談可）

【多言語法律相談】
英語、中国語、韓国・朝鮮語などで

法律相談に応じます。 �時５月１６日�
午後１時～４時 �定１人 �申５月９日
�まで ※日本語を話せない方は火曜

日～金曜日午前１０時～午後５時に国際

情報プラザ（０６・４３０９・３３１１）へ申込み。

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �対市内在
住、在勤、在学（いずれか）の女性 ※

１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

週間前までに要申込・有料）。 �申火曜
日～日曜日午前１０時～午後５時（法律

相談は２週間前から）に電話で

�所�申�問イコーラム（男女共同参画セン
ター）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

市では、４月から男性の仕事や家

庭などに関するさまざまな悩みに男

性相談員が応じる「男性電話相談」

を開始します。 �時第１土曜日午後
１時～５時、第３水曜日午後７時～

９時 �対市内在住、在勤、在学（い
ずれか）の男性 相談電話 ０７２（９６６）

５００２

�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

【バースデーイベント】
自由の森なるかわのバースデーを

記念して、さまざまな催しをします。

ぜひ、お越しください。 �時５月３
日
午前９時～午後３時 �定２００人（申
込先着順） �料５００円 �申４月５日�
午前９時から電話で

【野外活動クラブ】
�時�５月２６日�～２７日� �６月

２３日�～２４日� �９月１５日�～１７日

 �１０月１３日�～１４日� �１１月１０
日�～１１日� �来年１月１９日�～
２０日� �定３０人（申込先着順） �料
年３８，０００円 �申４月１４日�午前９時か
ら電話で

【山の子クラブ】
�時�６月９日�～１０日� �７月

７日�～８日� �９月２２日
～２３
日� �１０月２０日�～２１日� �１２月
１日�～２日� �来年２月２日�
～３日� �定３０人（申込先着順）
�料年３６，０００円 �申４月１４日�午前９時
から電話で

◇ ◇

�内ハイキング、アウトドアクッキ
ング、オリエンテーリングなど �持
タオル、水筒、帽子など

�所�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

男性のための電話相談０７２（９６６）５００２

悩みを気軽に話してください

自自然然をを満満喫喫ししよようう��
自自由由のの森森ななるるかかわわ

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１日（１１）



市内の街頭犯罪認知件数（平成23年）

総　　数
4,612件
前年比
20.5％減

自転車盗
45.4％
（2,093件）

自転車盗
45.4％
（2,093件）

車上ねらい
19.3％
（888件）

車上ねらい
19.3％
（888件）

部品ねらい
14.5％
（670件）

部品ねらい
14.5％
（670件）

オートバイ盗
11.7％
（541件）

オートバイ盗
11.7％
（541件）

自動車盗
3.4％
（158件）

自動車盗
3.4％
（158件）

ひったくり
2.3％
（106件）

ひったくり
2.3％
（106件）

路上強盗
0.3％
（15件）

路上強盗
0.3％
（15件）

自販機ねらい
3.1％
（141件）

自販機ねらい
3.1％
（141件）

大阪府警察
ホームペー
ジから抜粋
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救急安心センター
おおさか

♯７１１９

病気やケガで
迷ったときは

市
内
で
昨
年
発
生
し
た
街
頭

犯
罪
は
４
６
１
２
件
で
し
た（
グ

ラ
フ
参
照
）。

市
で
は
、
街
頭
犯
罪
を
抑
止

し
、
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を

行
う
た
め
、
府
の
補
助
金
を
活

用
し
て
市
内
で
街
頭
犯
罪
の
発

生
件
数
が
多
い
１３
駅（
新
石
切
、

瓢
�
山
、
東
花
園
、
河
内
花
園
、

若
江
岩
田
、
八
戸
ノ
里
、
河
内

小
阪
、
布
施
、
俊
徳
道
、
長
瀬
、

高
井
田
、
長
田
、
徳
庵
）
周
辺

に
計
１
３
０
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
し
た
。
防
犯
カ
メ

ラ
は
４
月
１
日
�
か
ら
稼
動
し
、

「
防
犯
カ
メ
ラ
録
画
中
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
室
（
旧
地
域
振
興

室
）

０
６
（
４
３
０
９
）３
１

６
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

６
１

街
頭
犯
罪
の
な
い
ま
ち
へ

市
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
ほ
か
、
防
犯
や
防
災
、
見

守
り
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
地
域
安
全

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
支
援
し
て

お
り
、
市
内
に
は
現
在
１０
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
審
者
や
ひ
っ
た
く
り

な
ど
を
抑
止
す
る
た
め
、
自
動

車
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
て

地
域
が
自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
へ
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま

す
。今

す
ぐ
実
践
�

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、

街
頭
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
街
頭
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
実
践

し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
転
車
盗
】

自
転
車
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
施
錠
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
盗
難
に
強
い

鍵
に
取
り
替
え
る
か
、
ワ
イ
ヤ

ー
錠
を
す
る
な
ど
２
つ
以
上
の

鍵
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
車
上
ね
ら
い
】

車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
施

錠
を
し
て
、
バ
ッ
グ
や
現
金
な

ど
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
せ

ず
、か
ら
っ
ぽ
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
っ
た
く
り
】

自
転
車
に
は
ひ
っ
た
く
り
防

止
カ
バ
ー
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
バ
ッ
グ
は
車
道
と
反
対

側
に
持
ち
、
建
物
と
ス
ペ
ー
ス

を
空
け
な
い
よ
う
に
し
、
ひ
も

の
あ
る
バ
ッ
グ
は
�
た
す
き
が

け
�
に
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
週
間

駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

◇
と
き

４
月
９
日
�
午
前

８
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

近
鉄
若
江
岩
田

駅
周
辺

◇
内
容

啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ

ラ
シ
の
配
布

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
０

市
で
は
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を

平
成
２２
年
に
施
行
し
、
毎
年
４
月
８
日
か
ら
１４
日
ま
で

を「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

防
犯
意
識
を
高
め
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
安
全
な
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
災
害
共
済
】

◇
掛
金

１
口
６
０
０
円

で
、
１
人
１
口
に
限
る

※
死
亡
に
よ
る
見
舞
金（
１

５
０
万
円
ま
た
は
２
０
０
万

円
）、入
院
・
通
院
日
数
に
応

じ
た
見
舞
金
（
１
万
円
〜
２０

万
円
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
火
災
共
済
】

◇
掛
金

１
口
６
０
０
円

で
、
１
世
帯
３
口
ま
で
可

※
被
害
に
応
じ
た
見
舞
金

（
２
万
円
〜
１
５
０
万
円
）

や
死
亡
弔
慰
金
（
１
人
１
０

０
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

◇

◇

◇
対
象

市
内
に
居
住
し
、

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
し
て
い
る
方
（
火
災
共
済

は
世
帯
主
の
み
）

◇
共
済
期
間

４
月
１
日

〜
来
年
３
月
３１
日

◇
申
込
方
法

行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民

総
務
室
へ
直
接

◇
問
合
せ
先

市
民
総
務

室

０
６
（
４
３
０
９
）
３

１
５
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

４
月
６
日
�
か
ら
１５
日
�
ま

で
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
期
間
で
す
。

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
す

べ
て
の
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
を
徹
底
し
、
幼
児
に

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
は
適
応
能
力
や
身
体
機
能

の
変
化
を
認
識
し
、
ゆ
と
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、飲
食
店
へ
行
く
と
き
は
、

飲
酒
を
せ
ず
仲
間
を
送
り
届
け

る
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
と

な
る
人
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、交
通

ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も
に
放
置

自
転
車
を
な
く
す
た
め
、自
転
車

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

▽
布
施
警
察

署

０
６
（
６
７
２
７
）
１
２

３
４
、
�
０
６
（
６
７
２
７
）

７
５
７
８

▽
河
内
警
察
署

０
７
２（
９
６
５
）１
２
３
４
、

�
０
７
２（
９
６
３
）４
８
２
３

▽
枚
岡
警
察
署

０
７
２
（
９

８
７
）
１
２
３
４
、
�
０
７
２

（
９
８
１
）
０
３
７
７

交
通
安
全
の
つ
ど
い

落
語
家
の
桂
勢
朝
さ
ん
（
写

真
）
の
落
語
を
楽
し
み
な
が
ら

交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

４
月
１１
日
�
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
大
集

会
室◇

定
員

１
０
０
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
申
込
方
法

４
月
２
日
�

か
ら
電
話
で

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

交

通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
３
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

今
年
の
１
月
と
２
月
の
救

急
件
数
は
４
９
６
２
件
で
、

昨
年
同
時
期
の
救
急
件
数
４

５
４
３
件
に
比
べ
４
１
９
件

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
車
を
要
請
し
た
人
の
約

半
数
が
入
院
の
必
要
の
な
い

軽
症
者
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
り
、

以
前
に
比
べ
救
急
車
が
現
場

に
到
着
す
る
時
間
が
長
く
な

っ
て
お
り
、
一
分
一
秒
を
争

う
生
命
の
危
機
に
あ
る
傷
病

者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
に
利
用
で
き
る

救
急
車
は
、
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
病
院
に
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
の
？
」「
近
く
の
救
急
病

院
は
ど
こ
？
」「
救
急
車
を
呼

ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
？
」
な

ど
、急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
迷
っ

た
と
き
は
、
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
お
お
さ
か
♯
７
１
１
９

（
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
０
６

・
６
５
８
２
・
７
１
１
９
）へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

員
や
看
護
師
、
医
師
が
市
民

か
ら
の
救
急
医
療
相
談
に
２４

時
間
３
６
５
日
対
応
し
て
い

ま
す
。ま
た
、必
要
と
判
断
す

れ
ば
消
防
機
関
へ
つ
な
ぎ
、直

ち
に
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

０
７
２（
９
６
６
）９
６
６
４
、

�
０
７
２
（
９
６
６
）
９
６

６
９

２
月
２３
日
、
東
京
都
に
あ

る
日
本
消
防
会
館
で
�
日
本

消
防
協
会
の
定
例
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
長
年
の
活
動
と
功

績
が
認
め
ら
れ
た
市
消
防
団

が
全
国
最
高
位
の
特
別
表
彰

「
ま
と
い
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
で
は
、
毎

年
全
国
約
２
３
０
０
の
消
防

団
か
ら
１０
団
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
の
町
火
消
し
の

象
徴
で
あ
る
「
ま
と
い
」
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
特
別

表
彰
は
、
消
防
庁
長
官
表
彰

旗
お
よ
び
日
本
消
防
協
会
表

彰
旗
を
授
与
さ
れ
、
全
国
消

防
操
法
大
会
へ
の
出
場
経
験

と
設
立
以
来
の
活
動
が
優
秀

な
消
防
団
に
の
み
与
え
ら
れ

る
大
変
栄
誉
あ
る
も
の
で
す
。

団
本
部
と
１５
分
団
の
計
５

１
８
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
市

消
防
団
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
防
災
の
要
と
し
て
活
躍

し
て
お
り
、
受
賞
を
誇
り
に

今
後
も
地
域
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
の
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
ま
と
い
」
は
、
全
長
２

ｍ
１０
�
で
、上
部
は
純
金
箔
、

下
部
は
純
銀
箔
仕
上
げ
。
５

月
６
日
�
ま
で
市
役
所
本
庁

舎
１
階
で
展
示
し
て
い
ま
す

（
写
真
）。

◇
問
合
せ
先

消
防
局
総
務
課

０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
０
、
�

０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
９

街街
頭頭
犯犯
罪罪
をを
防防
ぐぐ
��

市市消消防防団団がが全全国国最最高高位位
特特別別表表彰彰「「ままとといい」」をを受受賞賞

住住民民をを守守るる活活動動とと功功績績がが認認めめらられれるる

市市
内内
１１３３
駅駅
周周
辺辺
にに
防防
犯犯
カカ
メメ
ララ
をを
設設
置置

生
命
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に

万
一
の
災
難
に
備
え
て
加
入
を

救
急
車
の
適
正
利
用
を

市
民
交
通
災
害
・
火
災
共
済

４月６日～１５日は春の全国交通安全運動

車車ににもも乗乗せせよようう
ママナナーーとと思思いいややりり

（１２）

侵入盗に遭わないために出かける前や寝る前に戸締りを確認しましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２４年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り




